
【社会科・中２・地理的分野 「関東地方」】①

（知識・技能）関東地方について、交通・通信を中核とした考察を基に、地域的特色や地域の課題を理解すること
ができる。

（思・判・表）関東地方の地域的特色を、地域の広がりや地域内の結びつき、人々の対応などに着目して、他の
事象やそこで生じる課題と有機的に関連づけて多面的・多角的に考察し、表現することができる。

（学びに向かう力等）関東地方について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追求しよ
うとしている。

・意見の共有と交流から深い学びへつなげる授業

〇今までの学習を踏まえ、関東地方の特色を個人で考える。

○考えた意見を共有し、友達と交流をする。

〇交流した内容を基に自分の考えを再考し、意見集約機能に入力して共有する。

［つかむ］

［追究する］
関東地方の特色を、首都機能に着
目したり、他の地方と比較したりし
て考える。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

［まとめる］
関東地方の特色を交流を生かして
まとめる。

○関東地方に首都があることを踏まえ、関東地方の地理的な特色をホワイトボード機

能のソフトを活用して入力する。入力された意見を基に交流をして考えを深める。

○意見集約機能のシートに自分の考えを入力して全体で共有し、自分のまとめと他の

生徒まとめを比較して、さらに自分の考えを深める。

［事例におけるICT活用の場面①］

［事例におけるICT活用の場面②］

前時までの学習を振り返り、単元
の課題を確認する。

課題 「首都がある関東地方には、

どのような特色があるだろう」



関東地方の特色について考える場

面では、図１のようにホワイトボード機
能のソフトを活用した。人口や交通の
視点など、首都がある地域の特徴を
考えて入力させた後、班で交流させ
た。
さらに、写真１のように、今までに学

習した他の地方と関東地方の共通
点・相違点を班で話し合わせ、ホワイ
トボード機能に入力させた。他の地域
と比較することで関東地方の特色に
ついて、さらに考えを深めさせた。

【事例におけるICT活用の場面②】

【事例におけるICT活用の場面①】

【社会科・中２・地理的分野 「関東地方」】②

自分の意見をまとめる場面では、

図２のように、交流を踏まえ単元の課
題について考えたことを、意見集約機
能を使って入力させた。意見集約機
能は、他の生徒のまとめも同時に見
られるので、自分の考えをさらに修正
しよりよいものにすることができた。
また、単元の最初の考え（青色）と

比べてみると、生徒の考えが共有と
交流によって深まっている（緑色）様
子が分かる。

［活用したソフトや機能］
学習支援ソフト
・ホワイトボード機能
・付箋紙機能
・意見集約機能

図１

写真１

九州地方は火山や台風の影
響が大きかったけど、関東地
方は、現在、そこまで大きな
影響を受けていないね

図２

近畿地方も交通網が発達してい
たけど、関東地方、特に東京は交
通網も発達しているし、さらに国内
外からの情報も集まりやすいね


